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朝
日
に
輝
く
北
ア
ル
プ
ス

池
田

町
は

N
P
O

法
人

「
日

本
で

最
も

美
し

い
村

」
連

合
に

加
盟

し
て

い
ま

す

池
田

町
か

ら
望

む
北

ア
ル

プ
ス

連
峰

は
季

節
や

時
間

に

よ
っ

て
様

々
な

姿
で

見
る

者
に

感
動

を
与

え
ま

す
。

中

で
も
、

雲
一

つ
な

い
晴

れ
渡

っ
た

冬
の

早
朝
、

澄
ん

だ

空
気
の
な
か
で
朝
日
に
紅
く
照
ら
さ
れ
る
様
は
格
別
で
す
。



　

町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
推
進
の
た
め
に
多
大

な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
３
月
に
急
な
選
挙
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
多
く
の
皆
様
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き

町
長
の
任
に
就
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
政
と
い
う
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
大

い
な
る
希
望
を
持
ち
な
が
ら
、
多
様
な
課
題

と
負
託
に
こ
た
え
る
重
さ
を
強
く
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
災
害
が
大
変
多
い
年
で

あ
り
ま
し
た
。
熊
本
地
震
を
は
じ
め
、
鳥
取

中
部
地
震
が
発
生
、
台
風
も
数
多
く
上
陸

し
、
各
地
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
当
町
で
も
豪
雨
の
予
報
に
幾
度
も
緊
張

す
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
、
大
き
な

被
害
は
な
く
安
堵
い
た
し
ま
し
た
。

　

世
界
情
勢
を
見
ま
す
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ

Ｕ
離
脱
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
次
期
大
統

領
候
補
者
の
勝
利
、
韓
国
大
統
領
の
弾
劾
、

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
の
頻
繁
な
発
射
、
中
国

に
よ
る
東
シ
ナ
海
へ
の
進
出
な
ど
思
い
が
け

な
い
結
果
、
情
勢
に
混
迷
の
深
ま
り
を
感
じ

ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
情
勢
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

リ
オ
五
輪
が
開
催
さ
れ
、
日
本
人
が
大
い

に
活
躍
し
、
過
去
最
多
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ

を
も
た
ら
し
感
動
と
喜
び
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

国
内
で
は
、
選
挙
権
の
年
齢
が
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
初
の
国
政
選
挙
と
な
る
参
議
院

選
挙
が
７
月
に
行
わ
れ
、
新
た
な
選
挙
人
の

動
向
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
、
与
党
が

改
選
過
半
数
を
獲
得
し
て
、
憲
法
改
正
派
を

合
わ
せ
て
改
憲
に
必
要
な
３
分
の
２
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
町
長
就
任
以
来
、
９
か
月
と
な
り

ま
す
が
、
不
慣
れ
な
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が

住
民
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
職
員
を
は
じ

め
、
議
会
の
皆
様
、
多
く
の
関
係
各
位
の
ご

支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
、
今
日
ま
で
大
過
な

く
町
政
運
営
で
き
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
近
年
に
な
い
大
型
事

業
で
あ
り
ま
す
社
会
資
本
総
合
整
備
事
業
が

本
格
化
し
、
交
流
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
道
路
整

備
に
着
手
し
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
交
流
セ

ン
タ
ー
の
建
設
に
着
手
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
づ
く
り
」
再

ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
に
も
着
手
し
ま
し
た
。
本

年
度
は
ハ
ー
ブ
園
一
帯
の
整
備
、
ハ
ー
バ
ル

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
展
開
な
ど
花
と

ハ
ー
ブ
の
里
を
前
面
に
押
し
出
し
、
町
の
イ

メ
ー
ジ
の
再
構
築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
本
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
５
つ

の
銘
柄
が
入
賞
す
る
と
い
う
過
去
に
な
い
成

績
を
収
め
、
大
い
に
希
望
を
感
じ
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
い
よ
い
よ
ワ
イ
ナ

リ
ー
建
設
に
向
け
て
の
具
体
的
な
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
施
設
で
は
、
大
型
ス
ー
パ
ー
を
含

む
複
合
商
業
施
設
の
整
備
が
一
丁
目
で
ス

タ
ー
ト
し
て
、
今
年
の
６
月
に
オ
ー
プ
ン

予
定
で
造
成
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
町
の

内
外
か
ら
大
き
な
期
待
の
声
が
聞
か
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

若
者
定
住
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
２
名
確
保
し
、
本
格
的
に

始
動
い
た
し
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
の
第
３

子
以
上
保
育
料
無
料
化
、
新
規
宅
地
の
造
成

な
ど
一
歩
一
歩
で
は
あ
り
ま
す
が
、
有
効
な

施
策
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

庁
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
よ
り
満
足
の
い

く
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、
組
織
の
再

編
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
４
月
に
は

さ
ら
に
大
幅
な
職
員
の
配
置
転
換
を
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　　

い
ろ
い
ろ
な
構
想
を
考
え
て
は
お
り
ま
す

が
、
何
分
に
も
財
政
の
厳
し
い
折
で
あ
り
ま

す
。
財
源
の
一
部
に
す
る
た
め
、
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
町
民
の
皆
様
に
も
お
願
い
を
し

て
、
呼
び
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
な
か
な
か
目
標
に
届
か
な
い
現
状
で

す
。
も
う
一
声
の
お
声
掛
け
を
お
願
い
し
た

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
目
に
見
え

て
く
る
年
で
あ
り
、
大
い
に
希
望
を
感
じ
ら

れ
る
年
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
、
町
民
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
ご
健
勝
で
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

池田町長

甕　聖章  
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【問い合わせ先】農業委員会事務局　℡ 62-3127

利用権設定をしましょう！
　農地の貸し借りは、農地法の許可が必要ですが、利用権設定事業で貸し借
りをする場合は不要になりますので、簡単な申込みで貸し借りができます。

〇利用権設定は
・農地法の許可や契約書の作成等も不要で、手続きが簡単です。
・貸した農地は、契約期間が終了すれば必ず返ってきます。
・契約の終期が近づくと、貸し手、借り手に案内を送付します。
・貸借期間や貸借料 ( 無料も ) は、貸し手、借り手双方の協議で決定してください。
・利用権設定等促進事業は、農地を貸したい農家と農業規模を拡大したい農業者との間で、安心して農地を貸
　し借りできる事業です。

〇手続き方法
・ＪＡ大北会染支所（℡：62-6430）、町営農支援センター・役場振興課農政係（℡：62-3127）・地区農業

委員推進委員に相談し手続きしてください。
・利用権設定は毎月の農業委員会の決定を経て町が公告することにより有効となります。

〇農地法の許可や利用権設定をしないと・・・
　農地法の許可や利用権設定をせず農地の貸し借りをすると（いわゆる、やみ小作）、農地法に違反し罰則の
　対象となります。

農地の貸し借りは農地法の許可や利用権設定が必要です

農業者年金の６つのポイント
　○積立方式で安心
　〇加入・脱退も自由
　〇保険料は全額社会保険料控除
　〇保険料はいつでも変更できる
　〇農業の担い手には保険料補助
　〇終身年金で８０歳までの死亡一時金あり
　
　　60 歳未満で、保険料免除を受けていない国民年金第１号被保険者で、年間 60 日以上農業に従事
　している方が加入できます。
　　農業者年金は、農業委員会事務局、地区担当の農業委員、又は最寄りの JA 大北の支所にお問い合
　わせください。

農家のみなさん農業者年金に加入しましょう

広報いけだ 3



◆
お
知
ら
せ
◆

■
第
13
回
み
の
り
塾
「
音
読
・
日
本
国

憲
法
」

　

何
か
と
話
題
の
日
本
国
憲
法
。
そ
も

そ
も
ど
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の

か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

進
行
役
に
松
澤
弥
栄
さ
ん
（
南
台
）

を
お
招
き
し
、
皆
で
憲
法
を
音
読
し
ま

す
。

　

日　

時　

１
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

場　

所　

池
田
町
公
民
館
講
堂

　

そ
の
他　

申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で

　
　
　
　
　

も
参
加
で
き
ま
す
。

■
池
田
町
公
民
館
ロ
ビ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

展
示
者
募
集

　

池
田
町
公
民
館
の
ロ
ビ
ー
に
皆
さ
ん

の
作
品
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆

さ
ん
の
力
作
を
た
く
さ
ん
の
方
に
見
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
！

　

展
示
場
所　

池
田
町
公
民
館
ロ
ビ
ー

　

展
示
期
間　

概
ね
１
か
月

　

費
用　
　
　

無
料　
　

・
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

・
職
員
は
作
品
の
監
視
等
を
行
い
ま
せ

ん
。
盗
難
や
破
損
等
へ
の
補
償
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
活
動
の
窓
◆

■
み
の
り
塾
社
会
探
訪
上
田
方
面

　

11
月
17
日
、
み
の
り
塾
10
回
目
の
講

座
「
社
会
探
訪
上
田
方
面
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田

丸
」
の
舞
台
と
な
っ
た
上
田
城
跡
で
は

大
河
ド
ラ
マ
館
な
ど
を
訪
れ
、
歴
史
を

学
び
ま
し
た
。

■
美
術
塾　

髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

　

今
回
は
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
（
安

曇
野
市
）
を
テ
ー
マ
に
、
12
月
２
日
に

座
学
、
同
８
日
に
美
術
館
訪
問
と
い
う

内
容
で
行
い
ま
し
た
。

　

髙
橋
節
郎
の
作
品
で
使
わ
れ
る
「
沈

金
※１
」
の
技
法
つ
い
て
主
に
学
び
、
美

術
館
訪
問
の
際
に
は
「
沈
金
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
と
し
て
実
際
に
漆
板
に
鉄
筆

※２
で
模
様
付
け
を
し
て
金
粉
を
埋
め
る

体
験
を
し
ま
し
た
。
鉄
筆
で
絵
を
彫
る

こ
と
は
意
外
に
難
し
く
、
円
を
描
く
に

も
四
苦
八
苦
。
沈
金
技
法
の
難
し
さ
や

奥
深
さ
を
身
と
心
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

※１
沈
金　

漆
面
に
刃
物
で
模
様
を
彫

り
、
金
箔
、
金
粉
を
押
し
込
む
、
漆
器

の
装
飾
技
法
の
一
つ
。

※２
鉄
筆　

先
が
尖
っ
た
鉄
製
の
筆
記
具

問
い
合
せ
先

　

池
田
町
公
民
館　

℡
62
―
２
０
５
８

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
報
奨
金
実
績
報
告

ス
ポ
ー
ツ
振
興
報
奨
金
と
は

　

池
田
町
に
お
住
ま
い
で
ス
ポ
ー
ツ
で

　

県
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
も
上
位
の
大
会
へ

　

出
場
す
る
方
等
を
対
象
に
報
奨
金
を    

　

お
渡
し
す
る
制
度
で
す
。

■
第
２
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

開
催
日
：
９
月
25
日

開
催
地
：
日
本
武
道
館

出
場
者
：
竹
内
嘉
彦
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
日
本
航
空
高
校
）

　
　
　
　

竹
内
絃
喜
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
高
瀬
中
１
年
）

　
　
　
　

小
保
内
壮
太
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
会
染
小
５
年
）

結　

果
：
竹
内
嘉
彦
さ
ん
２
回
戦
敗
退

　
　
　
　

竹
内
絃
喜
さ
ん
２
回
戦
敗
退

　
　
　
　

小
保
内
壮
太
さ
ん
ベ
ス
ト
８

■
日
本
空
手
道
連
合
会　

　

第
54
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

開
催
日
：
11
月
６
日

開
催
地
：
大
阪
府
立
体
育
館

出
場
者
：
田
中
美
佐
稀
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
山
梨
学
院
大
学
）

結　

果
：
優
勝

感
想
等
：
今
大
会
で
は
自
分
の
苦
手
な

形
の
完
成
度
を
あ
げ
て
勝
負
す
る
こ
と

を
目
標
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
課
題
が
多
く
見
つ
か
る

試
合
と
な
り
ま
し
た
が
、
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
次

の
選
手
権
大
会
で
も
す
べ
て
を
出
し
切

れ
る
よ
う
日
頃
の
練
習
に
励
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

■
第
４
回
全
国
シ
ニ
ア
40
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ッ
カ
ー
大
会

開
催
日
：
11
月
12
日
～
14
日

開
催
地
：
静
岡
県
藤
枝
市

出
場
者
：
ア
ル
フ
ッ
ト
安
曇
野
シ
ニ
ア
所
属

　
　
　
　

榎
本　

拓
さ
ん
（
渋
田
見
）

結　

果
：
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
２
位

　
　
　
　

予
選
敗
退

感
想
等
：
春
か
ら
の
予
選
や
各
種
大
会

な
ど
で
の
疲
労
の
蓄
積
、
ケ
ガ
で
万
全

な
状
態
で
望
め
な
か
っ
た
。
グ
ル
ー
プ

リ
ー
グ
２
勝
１
敗
で
２
位
、
決
勝
ラ
ウ

ン
ド
に
進
め
な
か
っ
た
。
チ
ー
ム
力
は

確
実
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
で
、
諦
め

る
こ
と
な
く
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

問
い
合
せ
先

　
　

総
合
体
育
館　

℡
62
―
７
６
５
４

総
合
体
育
館
よ
り

上田城跡 西櫓にて

公
民
館
よ
り

広報いけだ 4



祝　

優
勝
‼!

ソ
ー
ラ
ー
バ
イ
ク
レ
ー
ス2016

in 

浜
松

機
械
工
学
部　

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
班

　

９
月
17
日（
土
）、18
日（
日
）の
２
日
間
、静
岡
県
浜
松
市
で
行

わ
れ
た
ソ
ー
ラ
ー
バ
イ
ク
レ
ー
ス
に
出
場
し
ま
し
た
。今
大
会
で

は
、２
日
目
が
雨
天
で
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
想
定
し
て
の
レ
ー
ス

展
開
と
な
り
ま
し
た
。昨
年
度
は
、あ
と
一
歩
ま
で
い
き
な
が
ら
、

リ
タ
イ
ヤ
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況（
走
行
を
制
御
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
ボ
ッ
ク
ス
内
の
ト
ラ
ブ
ル
）で

し
た
の
で
、大
変
不
本
意
な
結
果

で
し
た
。し
か
し
、本
年
度
は
悪

天
候
の
中
で
も
、最
後
ま
で
集
中

し
て
臨
む
こ
と
が
で
き
、３
年
ぶ

り
に
三
輪
部
門
で
総
合
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ど
ん
な

状
況
下
で
も「
準
備
を
怠
ら
ず
」、

「
最
後
ま
で
集
中
し
て
大
会
に

臨
む
こ
と
の
大
切
さ
」を
改
め
て

感
じ
る
大
会
で
し
た
。

　

定
時
制
通
信
制
生
徒
生
活
体
験
発
表
大
会

定
時
制
教
頭　

近
藤　

信
昭

　

９
月
21
日
（
水
）
、
塩
尻
市
レ
ザ
ン
ホ
ー
ル
で
『
中
信
地
区
定

時
制
・
通
信
制
生
徒
生
活
体
験
発
表
大
会
』
が
開
催
さ
れ
、
各
校

代
表
10
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

本
校
か
ら
は
校
内
選
考
で
選
ば
れ
た
１
年
生
の
千
明
政
揮
さ
ん

が
「
自
転
者
」
、
小
嶋
聖
志
さ
ん
が
「
後
悔
そ
し
て
あ
ら
た
な
航

海
へ
」
と
題
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

２
人
と
も
緊
張
し
な
が
ら
も

堂
々
と
し
た
発
表
で
、
千
明
さ
ん

は
「
審
査
員
特
別
賞
」
小
嶋
さ
ん

は
「
優
良
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

自
分
の
過
去
を
振
り
返
り
、
体

験
し
た
事
に
立
ち
向
か
い
、
そ
れ

を
自
ら
の
成
長
に
つ
な
げ
て
み
せ

た
者
に
し
か
語
れ
な
い
尊
い
内
容

で
、
聴
い
て
い
た
人
た
ち
に
、
未

来
に
向
か
う
勇
気
と
元
気
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　　
池
田
町
ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
の
ご
報
告

　

11
月
26
日
（
土
）
池
田
町
の
小
学
生
15
名
が
町
公
民
館
主
催
の

講
座
「
ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」
と
し
て
本
校
で
「
も
の
づ
く

り
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

機
械
科
…
始
め
に
「
手
は
汚
れ
ま
す
」
と

伝
え
る
と
小
学
生
の
顔
が
一
様
に
強
張
り

ま
す
。
機
械
科
の
製
作
課
題
は
、
架
線
を

再
利
用
し
、
銅
製
の
棒
を
、
文
鎮
に
仕
上

げ
る
と
い
う
も
の
。
タ
ッ
プ
で
穴
に
ネ
ジ

を
立
て
、
あ
と
は
ひ
た
す
ら
、
紙
や
す
り

で
表
面
を
研
磨
し
ま
す
。
「
一
期
一
会
」

の
時
間
。
予
定
時
間
を
過
ぎ
て
も
作
業
に

打
ち
込
む
そ
の
姿
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

電
気
・
情
報
シ
ス
テ
ム
科
…
電
気
・
情
報
シ
ス
テ
ム
科
で
は
皆
さ

ん
に
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
を
製
作
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
次
々
に
発
光

す
る
４
色
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
色
を
記
憶
し
て
、
ど
こ
ま
で
覚
え
ら
れ
る

か
と
い
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
み
ん
な
の
電
子
回
路
は
、
と
っ
て
も
上

手
に
完
成
し
ま
し
た
。

建
築
科
…
建
築
科
で
は
檜
の
棒
材
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
制
作

を
し
ま
し
た
。
三
角
に
組
ん

だ
棒
材
の
フ
レ
ー
ム
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
10
段
重
ね
て
星
と

リ
ー
ス
を
飾
り
、
内
側
か
ら

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
で
照
ら
し
ま

す
。
木
の
間
か
ら
こ
ぼ
れ
る

光
が
と
て
も
綺
麗
で
、
皆
さ
ん
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

かわいいクリスマスツ

リーができました

Vol.75

　8 月 27、28 日の 2 日間にわたり、第 54 回池

工祭が開催されました。今年は、機械科・電気情

報システム科・建築科の 3 科合同で製作した「JR

大糸線 100 周年号運行」、8500 枚のタイルを使っ

た「腰壁製作」を目玉の企画として取り組み、ま

た、ものづくりを中心としたクラス展を行いまし

た。例年行っている福祉バザーでは、今年も多くの方にご来場いただき、売上金は 5 つ

の施設に寄付させていただきました。

　今年の池工祭は、天候が悪かったにもかかわらず 2 日間で 1000 人を超える方々にお

越しいただき、生徒・職員共々喜んでおります。これを励みに、来年も、来場者の方に楽

しんでいただけるような企画・展示を考えていきたいと思います。今後ともご支援のほど

よろしくお願いいたします。ありがとうございました！！

池工祭のご報告
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視
察
研
修
報
告

　

池
田
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
は
、
現
在
15
団

体
で
構
成
さ
れ
、
各
種
行
事
へ
の
参
加
な
ど
様
々

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
先
進
地
へ
の

視
察
研
修
は
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
の
参
考
と
す
る

た
め
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　

本
年
度
の
視
察
研
修
は
10
月
28
日
に
26
名
が
参

加
し
て
行
い
ま
し
た
。
池
田
町
が
特
産
化
を
目
指

し
て
い
る
ワ
イ
ン
と
ハ
ー
ブ
を
テ
ー
マ
に
、
山
梨

県
の
甲
州
市
周
辺
を
訪
れ
、
マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
勝
沼

ワ
イ
ナ
リ
ー
、
ぶ
ど
う
の
丘
展
望
ワ
イ
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
、
ハ
ー
ブ
庭
園
「
旅
日
記
」
、
ワ
イ
ン
グ
ラ

ス
館
を
視
察
し
ま
し
た
。

　　

今
回
の
視
察
で
印
象
深
か
っ
た
の
は
ハ
ー
ブ
庭

園
「
旅
日
記
」
で
し
た
。

　

園
内
は
、
こ
の
時
季
の
花
で
あ
る
コ
ス
モ
ス
が

い
っ
ぱ
い
で
、
通
路
に
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
コ
ス
モ
ス
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

園
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
職
員
の
方
が

ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
た
話
し
方
で
ハ
ー
ブ
の
説

明
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
楽
し
く
園
内
を

見
て
回
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

ハ
ー
ブ
の
説
明
を
し
な

が
ら
、
話
の
中
に
巧
み

に
ロ
ー
ズ
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム

を
原
料
と
し
た
自
社
の

化
粧
品
の
宣
伝
を
さ
れ

た
た
め
か
、
参
加
者
の

多
く
が
化
粧
水
な
ど
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
そ
の
職
員
の
方
の
接
客

や
サ
ー
ビ
ス
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
思
わ
ず
商

品
を
購
入
し
て
し
ま
う
よ
う
な
接
客
は
と
て
も
参

考
に
な
り
、
池
田
町
で
も
観
光
客
に
対
す
る
接
し

方
を
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
旅
日
記
で
は
、
豊
富
な
種
類
の
ハ
ー
ブ

の
苗
が
た
く
さ
ん
並
べ
ら
れ
、
展
示
も
工
夫
さ
れ

て
い
て
見
や
す
く
販
売
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　　

今
回
の
視
察
は
「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
」
と
し
て

池
田
町
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
視
察
で
得
た
も
の
を
今
後

の
町
づ
く
り
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
知
ら
せ

　

毎
年
行
っ
て
い
る
行
政
と
の
懇
談
会
を
２
月
10

日
（
金
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
防
災
行
政
無
線
に
て
ご
案

内
す
る
予
定
で
す
。

”自分たちの地域は自分たちで守る”　
　消防団員は、普段は会社員や自営業などいろいろな仕
事をしていますが、いざ、火事や台風などの災害発生の
時には地域の安心と安全を守るために活躍します。地域
防災において最も身近で地域に密着した組織として、重
要な役割を担っています。
　池田町消防団はあなたの力を必要としています。

池田町消防団報 Vol.38

池 田 町 消 防 団 員 募 集！

入団することで

地域に貢献でき池田町をより好きになる
仲間づくりやコミュニティーの輪が拡がる
技術・知識が身につく

・・・など、数え切れない程の魅力があります。

入団に関するお問い合わせは、総務課総務係

℡ 62-3131 または 地元消防団までご相談ください。
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①
気
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具

　
　

（
ガ
ス
コ
ン
ロ
・
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど
）

　

②
液
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具

　
　

（
石
油
ス
ト
ー
ブ
・
発
電
機
な
ど
）

　

③
固
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具

　
　

（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
・
七
輪
な
ど
）

　

④
電
気
を
熱
源
と
す
る
器
具

　
　

（
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
・
電
気
コ
ン
ロ
な
ど
）

　

主
催
者
か
露
店
等
の
出
店
者
の
い
ず
れ
か
の
方
は
、
「
露
店
等
の

開
設
届
出
書
」
を
最
寄
り
の
消
防
署
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
「
露
店
等
の
開
設
届
出
書
」
は
各
消
防
署
の
窓
口
、
北
ア
ル
プ
ス

広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

①
消
火
器
は
、
実
際
に
使
用
す
る
対
象
火
気
器
具
の
消
火
に
対

応
し
た
も
の
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

②
原
則
１
店
舗
に
つ
き
消
火
器
１
本
で
す
が
、
20
ｍ
の
範
囲
内

で
あ
れ
ば
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
消
火
器
は
、
主
催
者
か
露
店
等
の
出
店
者
の
い
ず
れ
か
で
準

備
し
ま
し
ょ
う
。

 　

平
成
25
年
８
月
15
日
に
京
都
府
福
知
山
市
で
発
生
し
た
花

火
大
会
で
の
火
災
を
受
け
、
消
防
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
火
災
予
防

条
例
も
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
祭
礼
・
縁
日
・
花
火
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど

多
く
の
人
が
集
ま
る
催
し
で
対
象
火
気
器
具
等
を
使
用
す
る
場

合
に
は
、
主
催
者
及
び
露
店
等
の
出
店
者
に
対
し
て
次
の
①
と

②
の
義
務
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
多
く
の
人
が
集
ま
る
催
し
」
に
は
、

各
地
区
で
開
催
さ
れ
る
夏
祭
り
・
納
涼
大

会
・
秋
祭
り
・
花
火
大
会
な
ど
も
含
ま
れ

ま
す
。

　

催
し
の
主
催
者（
各
地
区
の
自
治
会
長
・

区
長
や
氏
子
の
役
員
な
ど
）
及
び
、
実
際

に
露
店
等
を
出
店
す
る
皆
さ
ん
は
、
催
し

に
お
け
る
火
災
予
防
・
安
全
の
確
保
に
ご

配
慮
下
さ
い
。

消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡６２－０１１９

火気を使用する露店等の出店にあたっては

届け出と消火器の設置 が必要です

①
「
露
店
等
の
開
設
届
出
書
」
を

　
　

消
防
署
に
提
出
す
る
こ
と　

②  
露
店
等
に
消
火
器
を
設
置
す
る

　

  

こ
と

「
対
象
器
具
」と
は

露
店
等
に
お
い
て
対
象
器
具
等
を
取
り
扱
う
場
合

消
火
器
の
準
備
に
つ
い
て

広報いけだ 7
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2017年、池田町○○元年・私の　○○元年。

「創生」とは「初めて作ること」を意味する言葉ですが、「創生元年」

の「創生」には創造的に生まれ変わるという意味を持たせ、2017 年は

池田町の新たな出発の年としたいと思います。

　「美しい町づくり」をテーマに町づくり構想を推し進め、町なか改造

計画のスタートにします。また物産品の輸出、インバウンド誘致への取

り組みにもとりかかります。

　さらに、池田町の教育の新たな道を模索し、改革の検討に入りたいと

思います。

池田町長  甕 聖章さん　『池田町創生元年』

池田町副町長  大槻 覚さん『酉夢（ドリーム）元年』

池田町議会議長  那須 博天さん『池田町スポーツ元年』

　2017 年は、池田町が「夢」に向かってスタートする年にしたいと思います。

　夢１　町民全体で「花とハーブの里づくり」

　　　　【町内全域で四季を通じて花を愛でることができる“まち”】

　夢２　東山一帯の自然やクラフトパーク、ハーブセンター、ワイナリー、地域

　　　交流センターなどを拠点として人が集い交流する

　　　　【賑わいと活気あふれる“まち”】

　夢３　子育て支援の充実による若者世帯の定住や町外からの移住促進

【人口１万人以上を維持し続ける“まち”】

　池田に生まれ、育ち、暮らすことに誇りを持ってもらえるような“夢のあるまち”を目指していきます。

　町民の皆様にとりまして、夢いっぱいで羽ばたく一年でありますようお祈り申し上げます。

　本年は 2020 年の東京五輪に向けて、国全体で準備が加速していく年に

なります。池田町でも男子マラソンの中山竹通選手が２回連続でオリン

ピックに出場した際は、町全体で大きく盛り上がったものでした。昨年、

池田町はサッカーの松本山雅ＦＣに出資しホームタウンとなり、応援にも

熱が入りました。ホームタウン効果の一つとして松本山雅の選手が保育園

や小学校を訪れ指導していただいたことを良い例として、本年は、小中学

生のスポーツの取組や指導者の向上を図り、中山竹通選手のような第２の

オリンピック選手を育てるきっかけの年になればと思います。

町長、副町長、議会議長に聞く2017 年は池田町を『○○元年』にしたい！

『元年』という言葉は、天皇即位の最初の年や年号の改まった最初の年と
いうような意味のほかにある物事の出発点となるような年という意味合い
で使われることもあります。池田町のみなさんに 2017 年をどのような出
発の年にしたいか聞いてみました。それぞれの「○○元年」を紹介します。
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2017年、池田町○○元年・私の　○○元年。

縣  美智子さん（二丁目）『断捨離元年』

北原  千文さん（一丁目）『桜仙峡あずき本格始動元年』

渡辺  健太郎さん（吾妻町）『時間は有限元年』

　３年前に生まれ故郷である池田町にＵターンして自然農をしています。

「金の鈴農産物等生産組合」の会員として、野菜の出荷や販売、イベント開

催なども行っています。その活動の中で、地元で古くから栽培されている美

味しいあずきの存在を知り、一昨年からは有志メンバーでこの在来種あずき

を広める活動に力を入れています。私たちが栽培している「桜仙峡あずき」

は、昨年 12 月に「北アルプス山麓ブランド」の認定をいただきました。

　今年は「桜仙峡あずき」のさらなるブランド化向けて、本格始動の年にし

たいです。６次産業化にも取り組んでいきたいですね。

　今後は生産量を増やしていく予定で、「桜仙峡あずき」の栽培農家も募集

しています。一緒に「桜仙峡あずき」で池田町を盛り上げていきましょう！

　今年、節目の還暦を迎えます。21 歳で嫁いできたので、池田町の住人に

なって 40 年近くになりました。その前半 20 年は３人の子どもと家業を中

心に、そして後半は消費者団体での役割を軸に今に至っています。 

　今後の 20 年があるとしたら、還暦を機に身の回りを整理し、すっきり気

持ちよく暮らしたいと思います。一人で暮らす実父は米寿を過ぎ、近くにい

た弟夫婦も年末に遠方へ転勤となったので、これを機会に同居を考えていま

す。父を迎え入れるためにも、なかなか物を捨てられない習性から脱却して

使わないものは処分し、手に入れるものは熟慮する習慣を身につけたいもの

です。とはいうものの、父の転居の納得を得るのがなかなか困難なのですが

…。そして何より一番捨てたいのは無駄に体についたお肉です。 

　加えてチャレンジしたいのは蕎麦打ちです。孫や息子たちが大好きな蕎麦をふるまえるか否かは蕎麦打ち担当の

夫の肩・腰のコンディション次第なので、私も打てるようにしてみんなの喜ぶ顔を見たいと思います。 

　当たり前のことですが、時間には限りがあるということを念頭に置いて生

活していきたいと思います。その限りある時間をいかに有意義なものにでき

るかということを考えながら行動したいと思います。

　この時間は自分だけで無くと関わる人全てに共通で限りのある時間です。

　しかし、その価値観は人によって様々です。なので自分のやっている活動

やイベントに時間を割いて参加してくださっている方々にとっても有意義な

空間であったり時間を提供出来るように創意工夫をして楽しんでもらいたい

なと思います。

　限りある時間の中で充実した生活を送ることによって、今よりもさらにリア充な生活が送れるんじゃないかなと

期待して 2017 年は頑張っていきたいと思います。

町民のみなさんに聞く 2017 年は私の『○○元年』にしたい！
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◆「まかないシェアハーブガーデン」ワークショップ　　　　　　　　　　　担当：振興課 鈴木・中平

第７回「ハーブの冬越し対策」
　11 月 15 日に行った第７回目のワークショップは、初めての平日開催。「ハーブの冬越し対策」をテーマに、「池
田町ハーブセンター」スタッフの北澤伸恭さんを講師に招いてお話ししていただきました。当日は、町内の人を中
心に 15 名ほどの参加者が集まりました。
　北澤さんから説明を受けながら、実際に参加者が作業します。耐寒性の低いハーブは翌年に植え替えるため根っ
こから抜き、耐寒性の高いハーブは根に体力を温存させるために枝葉を刈り込みます。

   　参加者からはハーブの栽培について日頃か
ら気になっていることなどたくさんの質問が
出ました。北澤さんの分かりやすい説明に参
加者の疑問も解消されたようです。
　本格的に寒くなってきたので、今シーズン
の外での作業はこれで一旦お休み。冬の間の
ワークショップは、室内でハーブの活用法を
学んだり、来シーズンの「まかないシェア
ハーブガーデン」の計画作りする予定です。

第 8 回「摘みたてハーブを使ったクッキー作り」
　12 月 10 日、雪がチラチラと舞う中、第８回目のワークショップを開催しました。今回は初の室内開催で、「ま
かないシェアハーブガーデン」で収穫したフレッシュ
ハーブを活用してクッキー作りを行いました。寒い日に
も関わらず、親子での参加者などおよそ 15 人が集まり
ました。
　２つのグループに分かれて、タイムやローズマリー、
レモンバームなどを使ったハーブクッキーを２種類作
り、美味しいハーブティーと一緒に皆で焼きたてのクッ
キーを楽しみました。

参加者の質問に丁寧に答えてくださった北澤さん はさみで枝葉を刈り込みます

ハーブを生地に練り込みます 焼きたてのクッキー
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☆開館時間 火・・・・・・午後    1 時 ~ 午後 6 時
 水・木・金・・午前 10 時 ~ 午後 6 時
   土・日・・・・午前 10 時 ~ 午後 5 時
☆１月の休館日　　　　　1 ～３･ ９ ･ 1 6 ･ 2 3 ･ 3 0 ・ 3 1 日

（31 日は月末館内整理休館です）

その他の新着書
本バスめぐりん　　　 大崎　梢 
GOSICK GREEN 　　　 桜庭一樹
草花たちの静かな誓い 宮本　輝
夜の歌　　　　　　 なかにし礼
ｉ（アイ）　　　　　 西加奈子
社長室の冬　　　　　 堂場瞬一
電王　　　　　　　　 高嶋哲夫
静かな雨　　　　　　 宮下奈都
すなばばば　　　 鈴木のりたけ
こどものなかま レイン・スミス

いまさら翼といわれても
米澤穂信

片づく家のアイデア図鑑
田中ナオミ

世界一うつくしい生物図鑑
クリストファー・マーレー

なつみはなんにでもなれる
ヨシタケ シンスケ

かこちゃんはひとりっこ
高畠那生

大雪物語
藤田 宜永 著

（講談社）

　ある冬、Ｎ県Ｋ町が観
測史上初の99cmという豪
雪に見舞われる。除雪作
業が追いつかず、災害救
助法が適用される。
　そんな非日常のさなか
に紡がれる６つの物語。

ゆき、まだかなあ
レナータ・リウスカ 絵

マーシャ・ダイアン・アーノルド 文
江國 香織 訳

（光村教育図書）

　初雪が待ち遠しいあ
なぐまが、雪を降らせ
ようと大奮闘！そのとき
がくれば降るとハリネ
ズミがいうけれど…。

世界のおばあちゃん料理
ガブリエーレ･ガリンベルティ 著

小梨 直 訳
（河出書房新社）

　おばあちゃんたちは、
愛をこめて家族のために
日々こんなふうに料理を
作っている。料理上手な
おばあちゃんたちが、秘伝
のレシピを大公開！

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

☆『こどもが作る短歌・俳句・詩』作品展示中☆
　浅原六朗文学記念館で募集した、町内の小中
学校三校と安曇養護学校の児童・生徒の作品約
600 点を館内に展示しています。期間は 1 月下
旬までです。どうぞご覧ください。

☆利用者懇談会開催　☆
　日時 :1 月 21 日（土） 午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
　会場 : 町公民館 1F 学習室

　もっと使いやすい図書館にするために、皆さんのご意見をお聞かせ
ください。日頃利用されていない方のご参加も歓迎します。
　資料や会場の準備のため、参加を希望される方は、1 月 19 日（木）
までに町図書館へご連絡ください。お気軽にどうぞ。

美しい村連合先進地視察研修町民号を開催しました
　11 月 30 日に「日本で最も美しい村」連合に加盟する地域を訪れる視察研修町民号を開催し、町民・町関係者含め

28 名の方に参加いただきました。

　５回目となる今回は岐阜県下呂市馬瀬地域を訪問し、里山

ミュージアムと呼ばれる里山風景全体を博物館に見立てた景観を

眺望した後、計画的な植樹や手入れを行うなどこの活動の中心と

なっている馬瀬地方自然公園づくり委員会の小池委員長より説明

を受けました。

　

　参加された方からは「出迎えていただいた地域の方々におもて

なしの心を感じた。観光に訪れた方の満足度も高いと思う。」「家

の周りや沿道などきれいに整備されており、住んでいる方に美し

いまちづくりの活動が根付いていると感じた。」といった感想をいただきました。

　町では今後も同様の活動を重ね、町の皆さんと共に美しいまちづくりに取り組んでいきます。

問い合せ先　総務課町づくり推進係
℡ 62-3129
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長野県優良技術者表彰 受賞報告 ふるさとＣＭ大賞 演技賞受賞

　11 月 24 日、建設工事及び委託業務における平

成 28 年度優良技術者表彰を受賞した ( 有 ) 下里組

の下里裕正社長と同社勤務の中山哲也さん（相道

寺）が町を訪れ、町長に受賞の報告をしました。

　優良技術者表彰は県発注の建設工事で優れた取組

を行った技術者とその所属会社を表彰するもので、

相道寺の治山事業での丁寧で正確な工事が評価され

ました。年間で何千件もある県発注の工事で表彰さ

れるのは、ほんの一握り。甕町長は優れた工事に感

謝し、下里社長と中山さんは「この受賞を励みに今

後も良い工事で町に貢献したい」と話されました。

　12 月 4 日、長野市で長野朝日放送主催「第 16

回ふるさと CM 大賞 NAGANO」の最終審査会が開

催され、池田町ふるさと CM 制作チームの作品が演

技賞を受賞しました。ふるさと CM 大賞は『ふるさ

と』への想いを映像作品にして競い合うもので、池

田町の作品は町の程よい田舎感を緩いラップ調の歌

でユーモアたっぷりに表現し、作品と併せラッパー

を演じた主演の演技が評価されました。池田町は昨

年度も映像賞を受賞しており、２年連続の入賞とな

りました。今回の受賞作品は 2017 年 1 年間で計

30 回長野朝日放送で放送される予定です。

第１回健康長寿・長野県と池田町のヘルスツーリズムの未来を考える会開催

　12 月７日、「第１回健康長寿・長野県と池田町のヘルスツーリズムの未来を考える会」が池田町創造館で開

催され、町内外から約230名が参加しました。この会は町が主催し、「花とハーブの里」を観光のキャッチフレー

ズにしている池田町が、ハーブ等の地域資源を活かしたヘルスツーリズムの可能性を探ることをテーマとして開

催しました。

　始めにテレビのコメンテーターなどでお馴染みのナグモクリニックの南雲吉則総院長から「がん死亡率を半減

させる命の食事」と題した講演がありました。南雲医師は最新の学説を紹介しながら、病気を発症してからの対

症療法ではなく、日常の食事や運動で「内面から健康になる」ことの重要さを参加者に説きました。講演に続い

て行われたトークセッションでは甕町長、阿部守一知事、カミツレ研究所の北條裕子代表等が、それぞれの立場

でヘルスツーリズムの可能性を話しました。甕町長は「訪れた方に心の癒しを与えられる町にしたい」、阿部知

事は「行政だけでなく地域の皆さんの協力が必要」などとそれぞれ述べ、参加者は熱心に聞き入っていました。
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松本山雅ＦＣ 成績報告 高瀬中に人権作文コンテストで感謝状

　12 月５日、サッカーＪ２に所属する松本山雅Ｆ

Ｃの神田社長、反町監督等が町を訪れ、甕町長、那

須町議会議長等に今季の成績を報告しました。

　神田社長がＪ１に昇格できなかった今季の戦いの

結果を総括し報告したのに対して、甕町長は「町が

ホームタウンとなって１年目から熱い戦いで盛り上

がった。引き続き支援するので、来年こそは昇格を

勝ち取ってほしい」と激励しました。この日、監督

続投が正式に決定した反町監督は「現場を預かる人

間として頑張るしかない、シーズンが始まる前から

全力で取り組んでいきたい」と語り、来季でのＪ１

昇格を誓いました。

　12 月 15 日、高瀬中学校に大町人権擁護委員協

議会の委員４名が訪れ、全国中学生人権作文コンテ

ストへの協力に対する感謝状の伝達式が行われまし

た。このコンテストは法務省および全国人権擁護委

員連合会が主催するものです。

　生徒が日常の体験に基づき、人権をテーマにした

作文を書くことによって人権意識の向上を目的とす

るこのコンテストに高瀬中から毎年多くの生徒が応

募していることに対して感謝状が授与されました。

　この日は同コンクール長野県大会大町支局管内で

優秀賞となった高瀬中 1 年生の森
も り や

屋愛
あ や

彩さんに対

しても表彰状が授与されました。

池田小学校児童会清美委員会が絵本を寄贈

　11 月 30 日、池田小学校児童会清美委員会の４年生から６年生 12 人がやすらぎの郷を訪れ、大型絵本を寄贈

しました。この絵本は、家庭からでたアルミ缶を毎週金曜日清美委員が回収し、リサイクルした収益の一部で購

入していただいたものです。

　健診や各種教室でやすらぎの郷に訪れる、０歳から２歳に読んでもらおうと、児童自らが考え、選んでくれま

した。清美委員長の 6 年 1 組　両
もろずみ

角 円
え ん り

理君は「清美委員会では、池田小学校の児童が集めてくれたアルミ缶を

お金に換えて、いつもみんながお世話になっているやすらぎの郷に、感謝の気持ちとして大型絵本を贈りたいと

考えました。やすらぎの郷にくる赤ちゃん達が楽しんでくれるとうれしいです」と話しました。

　受け取った小田切福祉課長は「有効に利用させていただく」と感謝していました。
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は除く）

●申込窓口　ハローワーク大町

●見学会　毎週火曜日に実施（雇用

保険受給中の方は就職活動として認

められています）

●その他　詳細については松本訓練

センターまでお問い合せください。

（平日午前 9 時から午後 5 時まで）

【問】( 独 ) 高齢・障害・求職者雇

用支援機構長野支部　松本訓練セン

ター（ポリテクセンター松本）　℡

0263‐58‐2905

女性と子どもの悩み事（人権）
相談所開設

　夫等からの暴力、離婚、セクシャ

ルハラスメント、いじめ、虐待、体

罰等悩みごとの相談を受けます。相

談は無料で秘密は固く守ります。

●日時　2 月 3 日（金）午前 10 時

から午後 3 時まで

●場所　長野地方法務局大町支局　

１階会議室

●相談担当者　人権擁護委員

※電話（℡ 0261-22-0379：法務局

大町支局）での相談も受け付けます。

お気軽にご相談ください。

【問・相談】大町人権擁護委員協議

会　℡ 22-0379

所得税確定申告無料相談会

　関東信越税理士会大町支部では、

所得税確定申告無料相談会を開催し

ます。

●日時　平成 29 年２月１日 ( 水 )

午前の部　午前９時 30 分から正午

午後の部　午後１時から午後４時

●場所　お近くの税理士事務所

●対象者　①年金受給者　②給与所

得者で医療費控除を受ける方　③年

の途中で就職・退職・年末調整の済

んでいない方　など

●受付方法　お近くの税理士事務所

へ事前に電話連絡ご予約ください。

●その他　住宅借入金等特別控除を

受ける、収入が 600 万円を超える

場合など低額な料金が発生する場合

がありますので、事前連絡の際に税

理士にお確かめください。

【問】関東信越税理士会大町支部

℡ 0261‐22‐1533

池田町消防団出初式

　池田町消防団では、毎年恒例の出

初式を開催します。

●日時　平成 29 年 1 月 15 日（日）

午後１時 30 分から式典、午後３時

ごろから分列行進

●場所　式典：高瀬中学校体育館 /

分列行進：県道上生坂信濃松川停車

場線（商工会館前からバスセンター

前の間）

【問】総務課総務係　℡ 62-3131

第 11 回介護・福祉サービス研究会

　長野県介護・福祉サービス研究会

実行委員会では、介護施設職員、家

庭で介護をされている方、介護福祉

士養成施設等の学生・職員など介護

に関わる者が一堂に会し、介護支援

サービスの発表などを行う研究会を

開催します。

●日時　２月 17 日（金）午前 10 時

から午後４時

●場所　松本市浅間温泉文化セン

ター

●参加費　無料

●内容　「より良い介護・支援サー

ビスを創造する」を目標に介護施設

職員や介護福祉士を目指す学生等介

護に関わる者による研究発表

【問】「長野県介護・福祉サービス

研 究 会 」事 務 局　 ℡ 026‐228‐

5005
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（
池
田
俳
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会
選
）

3 月号掲載俳句募集
　はがきに作品 1 点を記入

し、1 月末日までに投稿して
ください。対象は町内在住の
方のみです。作品には①地区
名②氏名③電話番号④中学生
以下の方は学校名と学年を明
記してください。投稿多数の
場合は、選者により選考（10
句以内）して掲載します。な
お、選者により語句の訂正等
をさせていただく場合があり
ますので、ご了承ください。
■あて先 
　〒 399-8696（住所不要）
　池田町役場総務課総務係
　℡ 62-3131

作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
　

な
い
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

相　談

イベント案内
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　北アルプス広域連合では平成 29

年度採用臨時職員を募集します。

●募集職種および募集人員

【一般事務補助職員：若干名】文書

収受、電話応対、パソコン入力など

の事務補助

【介護保険要介護認定調査員：若干

名】要介護認定を受けられる方の心

身状況の訪問調査

【養護老人ホーム鹿島荘支援員：7

名】入所者の日常生活の支援介助

【養護老人ホーム鹿島荘調理員：3

名】入所者の食事調理

【グループホーム「ひだまりの家」

介護員：5 名】認知症利用者の介護

【グループホーム「ひだまりの家」

パート介護員：４名】認知症利用者

の介護

●申込方法　市販の履歴書に必要事

項を記入の上、写真を貼付し、一般

事務補助職員・介護保険要介護認定

調査員は北アルプス広域連合総務課

総務係へ、養護老人ホーム鹿島荘支

援員・調理員・グループホーム「ひ

だまりの家」介護員は鹿島荘へ、郵

送または直接持参してください。

●受付期間　平成29年1月4日( 水 )

から 1 月 27 日 ( 金 ) まで

●試験日等　一般事務補助職員、介

護保険要介護認定調査員は平成 29

年 2 月４日 ( 土 )

養護老人ホーム鹿島荘支援員・調理

員・グループホーム「ひだまりの家」

介護員は２月初旬

●その他　受験資格、雇用条件、勤

務地などはお問い合せください。

【問】北アルプス広域連合総務課　

℡ 22‐6764/ 養護老人ホーム鹿島

荘　℡ 22‐0497

　穂高広域施設組合では平成 29 年

４月１日採用の職員を募集します。

●採用人員　１名

●業務内容　組合処理施設業務全般

（ごみ処理・し尿処理・あづみ野ラ

ンド）

●受験資格　穂高広域施設組合組織

市町村圏内（安曇野市・池田町・松

川村・生坂村・筑北村・麻績村）に

居住する昭和 57 年 4 月 2 日から平

成 11 年 4 月 1 日までに生まれた者

で、高校卒業程度の学力を有する者

●受付期間　平成 29 年２月１日

（水）から平成29年２月10日（金）

土・日・祝日を除く、午前８時 30

分から午後５時まで

●その他　応募方法、選考方法等に

ついては、穂高広域施設組合へお問

い合せください。

【問】穂高広域施設組合　庶務係

℡ 0263‐82‐2147　FAX 0263‐

82‐8779

放送大学４月入学生募集

　放送大学では、平成 29 年度第 1

学期（4 月入学）の学生を募集して

います。放送大学は、テレビ、ラジ

オ、インターネットなどを利用して

授業を行う通信制の大学です。働き

ながら学んで大学を卒業したい、教

養を深めたい、仕事のスキルアップ

をしたいなど、さまざまな目的で幅

広い世代、職業の人が学んでいま

す。興味のある１科目から学ぶこと

もできます。

　出願期間は第 1 回は 2 月 28 日ま

で、第 2 回は 3 月 20 日までです。

詳細についてはお問い合せくださ

い。 ま た 放 送 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.ouj.ac.jp） で も 受 け

付けています。

【問】放送大学長野学習センター　

℡ 0266‐58‐2332

公共職業訓練 ４月生訓練受講生
募集

　松本訓練センター（ポリテクセン

ター松本）では、公共職業訓練とし

て訓練受講生を募集しています。

●訓練コース　４月生（６ヶ月コー

ス）・ＣＡＤ / ＮＣ技術科　・金属

加工科　・電気設備技術科

●募集期間　平成 29 年２月 23 日

（木）まで

●選考日　平成 29 年 3 月 4 日 ( 土 )

●対象者　求職者（ハローワークに

求職申し込みをされている方）

●受講料　無料（教科書・作業服等

北アルプス広域連合臨時職員募集

間時付受時日容内

分00時01～分54時９前午)月(日32月1談相児育児月か２

分03時９～分02時９前午)火(日01月1室教子母児月か３

分00時01～分54時９前午)金(日31月1談相児育児月か６

分03時９～分51時９前午)火(日42月1談相児育児月か01～９

分00時01～分54時９前午)火(日01月1会習学児育児月か３歳１

分51時１～分00時１後午)水(日81月1診健児月か６歳２

分03時９～分51時９前午)火(日13月1室教食乳離

)金(日31月1合混種四

水痘 1月27日(金)

分51時１～分54時０後午方たけ受を知通らか町

平成28年７月・８月生まれ
乳幼児

健診　等

乳幼児健診・予防接種等のお知らせ
対象児・対象者

場所・連絡先 ： 保健センター　TEL. ６１－５０００
（お子さんの具合が悪くなった等都合で来られない方は電話連絡をお願いします。）

平成28年３月・４月生まれ

平成28年10月生まれ

平成26年６月・７月生まれ

平成27年10月生まれ

平成28年４月・６月・８月生まれ

平成28年11月生まれ

予防
接種

穂高広域施設組合職員募集

募　集

広報いけだ 15



広
報
い
け
だ

広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、広告代理店　有限会社アイティーシナノ　℡ 62-9111 へどうぞ。

広
報
い
け
だ

　
　
　
平
成
28
年
12
月
発
行

　
　
　
　

２
０
１
７
年
１
月
号
（N

o.603

）
発
行
・
編
集　

池
田
町
役
場　
　

   　
　

総
務
課　

総
務
係

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　
　
　
　
　

        

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３-

６

印
刷　

川
越
印
刷
株
式
会
社　

  

℡
０
２
６
１
‐
62-

３
１
３
１　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
１
‐
62-

９
４
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.ikedam

achi.net
電
子
メ
ー
ル　

soum
u@

tow
n.ikeda.nagano.jp

広報いけだ 16

期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

1月1日（年始）
池田・松川 西森整形外科 61-1700
大町市内 小野医院 22-0047

1月2日（年始）
池田・松川 太田医院 62-1010
大町市内 平林医院 22-2525

1月3日（年始）
池田・松川 若林医院 62-2105
大町市内 横澤内科医院 22-0371

1 月 　8 日（ 日 ）
池田・松川 松本クリニック 61-5151
大町市内 遠藤内科医院 22-0031

1 月 　9 日（ 祝 ）
池田・松川 吉村医院 61-5666
大町市内 松林医院 22-5800

1 月1 5日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166
大町市内 菊地クリニック 21-2580

1 月2 2日（日）
池田・松川 はーぶの里診療所 62-0210
大町市内 小野医院 22-0047

1 月2 9日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166
大町市内 平林医院 22-2525

北アルプス平日夜間　小児科・内科救急センター
大町文化会館隣「フレンドプラザ大町」1F

毎週月～土19時～21時
26-6199

診
療
時
間

■医　科…午前9時～午後5時
■歯　科…午前9時～正午（要事前連絡 受付時間午前9時～午前11時）
■薬　局…午前9時～午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

1月1日（年始） 師岡歯科 62-9781
1月2日（年始） きらり歯科医院 62-0005
1月3日（年始） 橘歯科医院 72-5025
1月　8日（日） 丸山歯科クリニック 62-0648
1月　9日（祝） 宮下歯科医院 22-0297
1月15日（日） 岡江歯科医院 62-9888
1月22日（日） 砂田歯科医院 22-0648
1月29日（日） 竹内歯科医院 62-2151

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

1月1日（年始） すみれ薬局 85-2061
1月2日（年始） 白樺薬局 62-0010
1月3日（年始） 内川薬局板取 62-9912
1月　8日（日） 内川薬局板取 62-9912
1月　9日（祝） 松川とをしや薬局 61-1527

1月15日（日）
キムラ薬局 62-5210
池田土屋薬局 61-5021

1月22日（日） スヤマ薬局あいそめ 62-0208
1月29日（日） キムラ薬局 62-5210

■1月の主な行事
期　　日 行　事　名

1月14日（土） 池田町スキースノーボード教室（15日まで）
1月15日（日） 池田町消防団出初式

■人の動き
12月1日現在　（　）内は前月比
●人　口　10,171人（△17）
　　　男　 4,876人（△1） 女 5,295人（△16）
●世帯数　 3,963世帯（+4）

■1月の納税等
固定資産税（第4期）　　　　【納期限1月31日】
国保税・後期高齢（第７期）　【納期限1月 31日】
※口座振替日は1月30日（月）です。前日までに残高の確認をお願いします。

■上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

1 月1 日（ 年 始 ） （有）みやび設備 090-1869-3352
1 月2 日（ 年 始 ） （有）三和テクノ 090-1613-9425
1 月3 日（ 年 始 ） エムケーシステム 090-4464-8147
1 月4 日（ 年 始 ） （有）勝野設備工業所 62-6500
1 月5 日（ 年 始 ） （有）設備工業 090-5412-1402
1 月6 日（ 年 始 ） （株）中部水工池田営業所 62-8364からケータイへ転送
1 月7 日（ 年 始 ） （有）サン設備工業 62-2448
1 月 　 8 日（ 日 ） （有）塩原設備 62-6721
1 月 　 9 日（ 祝 ） 信光実業（株）大町支店 23-3020又は62-3857
1 月 1 4 日（ 土 ） 日特工業（株） 22-5266
1 月 1 5 日（ 日 ） （株）ハイテム 0263-82-0271
1 月 2 1 日（ 土 ） （株）水建 0263-86-3381
1 月 2 2 日（ 日 ） （株）サンエス設備 0263-73-2008
1 月 2 8 日（ 土 ） （有）マルイ設備工業 090-3343-0540
1 月 2 9 日（ 日 ） （有）イシダ設備 0263-83-7300

■休日の緊急当番医等　(当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください)

■各種相談窓口
相　談　内　容 開催場所(受付・問い合せ先） 開催日時

子育ての悩み相談　育てにくい子どもの相談
カウンセラー相談　児童虐待相談　DV相談 総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

こども支援センター ℡ 61-5000 

月曜日～金曜日

午前8時30分
～

午後5時15分

幼児食・栄養・乳房マッサージ・血圧相談など 保健センター ℡ 61-5000 
高齢者総合相談

（介護・虐待・成年後見・その他）
地域包括支援センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

障がい者への虐待相談
障がい者虐待防止センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

身体・知的・精神の各障害や生活など
総合福祉センター(福祉係） ℡ 61-5000 

大北圏域障害者総合支援センター ℡ 26-3855 
こども教育相談室 教育会館 ℡ 61-1430 
消費生活トラブル相談

役場本庁舎　住民課生活環境係 ℡ 62-2203 
多重債務（借金）相談 毎週火・木曜日（要予約）
自殺予防　長野いのちの電話 社会福祉法人長野いのちの電話　　　　　℡ 0263-29-1414 午前11時～午後10時（年中無休）

あすなろ会（自死遺族交流会） 長野市内
（長野県精神保健福祉センター） ℡ 026-227-1810 毎月第2土曜日

午後1時30分～3時30分

依存症家族グループミーティング
（ギャンブル・薬物・アルコール依存症の方）

長野県精神保健福祉センター ℡ 026-227-1810

毎月第2・4木曜日
午後1時30分～3時30分

依存症当事者グループミーティング
（ギャンブル・薬物・アルコール依存症の方）

毎月第1・3火曜日
午後1時30分～3時30分

青年期グループ（高校生以上から39歳ぐらい
までの社会的な活動の機会が少ない方）

毎月第2・4水曜日
午後2時30分～4時30分


